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通算 898 号 2020 年 12 月 7日発行 

 

合同職場別懇談会を開催しました 
 

合同職種別懇談会（合同職懇）が、12月 5日（土）10:00～12:00に、Web上で開催さ

れました。12人が参加しました。 

 第 1部は、新村正明さんに「リモートワーク・リモート授業の省力化：eALPSの便利

な使い方」と題して、eALPSの機能のうち、使うと便利なものを講演いただきました。 

 授業以外で「コース」を作成して、学生との連絡や、教職員のあいだでの交流・学

習に用いる方法は、省力化だけでなく、学内での共同研究に役立ちそうです。学生が

どこまで資料を見たのかを、教員側がチェックしたり、学生側も確かめることができ

る「活動完了」の機能も、双方にとって有益だと感じました。質疑応答でも、利用方

法について活発な議論がおこなわれました。 

 第 2部では、組合各支部の活動状況や、各学部の新型コロナウイルス感染症

（COVID-19）の対策のようすを交流しました。他の学部の授業やキャンパスの状況を

知る機会は、（組合以外でも）はじめてだったのではないでしょうか。 

 コロナ禍で学生などのストレスが高まるなか、ストレスをかかえた人のとげとげし

い行動に女性の教職員がさらされやすい、あるいはそうした環境の調整役になってし

まいやすいというコロナ禍とジェンダーの問題などが指摘されました。そのほか、リ

モートワークによって労働負荷が高まることや、定年制の延長のことなどが議論され

ました。 

 職場のジェンダー問題、定年制についてどう考えるべきかは、組合としてアンケー

ト等で調査して取り組むことにします。 

（三木敦朗） 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

http://www.zendaikyo.or.jp/
http://www7a.biglobe.ne.jp/~akarenga/
mailto:akarenga@kbf.biglobe.ne.jp

